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新しい議会構成が決まる

就
任
の
あ
い
さ
つ

就
任
の
あ
い
さ
つ

就
任
の
あ
い
さ
つ

就
任
の
あ
い
さ
つ

就
任
の
あ
い
さ
つ

平成25年９月定例会

　９月定例会は、９月４日から20日までの17日間の会期で開催されました。改選後２年が経過し各常

任委員会の任期が満了するのに合わせて、正副議長が辞任したことを受けて、正副議長の選挙などを

行い新しい正副議長及び各常任委員会等議会構成が別紙のとおり決まりました。

　また、人事案件・条例改正・補正予算・決算認定等審議し、一般質問は３人が行いました。議案等

の審議結果は、別表のとおりです。

　

議
員
任
期
４
年
間
の
中
間

に
、
恒
例
で
議
会
構
成
の
変
更

　

こ
の
た
び
副
議
長
と
い
う
重

責
を
担
う
こ
と
に
な
り
身
の
引

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
構
成
で
議
長
選
挙

に
お
い
て
、
指
名
推
選
で
議
長

に
就
き
ま
し
た
が
、
力
不
足
は

否
め
ま
せ
ん
。
そ
の
分
知
恵
を

出
し
汗
を
か
き
、
町
民
皆
様
の

期
待
に
こ
た
え
る
た
め
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
下
仁
田
町
は

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
な
私
で

あ
り
ま
す
の
で
皆
様
の
教
え
を

請
い
な
が
ら
精
一
杯
努
力
を
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

国
内
情
勢
も
デ
フ
レ
脱
却
に

向
け
た
経
済
政
策
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
経
済
回
復
の
兆
し

も
行
く
先
不
透
明
な
状
況
に
あ

　

予
算
執
行
状
況
の
検
証
し
て

い
き
ま
す
。

色
々
な
要
因
で
、
交
流
人
口
の

増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
経

済
的
効
果
が
得
ら
れ
る
施
策
が

必
要
で
す
。
あ
わ
せ
て
定
住
人

口
対
策
に
真
剣
に
取
り
組
ま
な

い
と
、
町
税
収
が
減
り
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き
た
し
ま

す
。
ま
た
、
下
仁
田
町
は
超
少

子
化
で
あ
り
、
超
高
齢
化
を
目

前
に
せ
ま
っ
て
き
て
お
り
、
今

こ
そ
議
会
と
執
行
が
一
体
と

な
っ
て
将
来
に
備
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
町
民
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
住
み

よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
努
力
す

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

町
民
の
意
思
を
町
政
に
反
映

佐
藤　

公
夫

皆
様
の
教
え
を
請
い
精
一
杯
努
力

岩
崎　

正
春

監
査
委
員

島
﨑　

紘
一

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
町
の
こ
と
は

私
達
で
作
り
上
げ
て
行
く
し
か

な
い
の
で
す
。
明
る
い
町
づ
く

り
、
風
通
し
の
良
い
議
会
運
営

に
全
力
で
取
組
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
お
力
添

え
を
節
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　議 員 役 職 一 覧 表 （平成25年９月20日現在）

議長　佐　藤　公　夫　　　　副議長　岩　崎　正　春　　　　監査委員　島　﨑　紘　一　　　

 ● 委員長　　　　　　　　　◎ 副委員長　　　　　　　　　　　○ 委員

議 員 氏 名

委 員 会 等

永
井
正
之

木
暮
弘
元

矢
嶋
榮
一

原　

秀
男

岩
崎
正
春

髙
瀬
政
信

佐
藤
勇
二

千
野
榮
治

島
﨑
紘
一

堀
口
博
志

岡
田
武
二

佐
藤
公
夫

総 務 常 任 委 員 会 ● ◎ 〇 〇 〇 〇

社 会 経 済 常 任 委 員 会 〇 〇 ◎ ● 〇 ○

議 会 運 営 委 員 会 ◎ 〇 〇 〇 ● 〇

予 算 決 算 特 別 委 員 会 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 ● 〇 〇 〇 〇

広 報 発 行 対 策 特 別 委 員 会 ● 〇 〇 〇 〇 ◎

少 子 高 齢 化 対 策 特 別 委 員 会 〇 〇 〇 〇 ◎ ●

下 仁 田 南 牧 医 療 事 務 組 合 議 員 〇 〇 〇 〇 〇 〇

甘 楽 西 部 環 境 衛 生 施 設 組 合 議 員 〇 〇 〇 〇 〇 〇

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合議員 〇 〇 〇

国 民 健 康 保 険 運 営 協 議 会 委 員 〇 〇 〇

簡 易 水 道 等 運 営 委 員 会 委 員 〇 〇 〇
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一 般一 般

質 問 質 問 町政を問う町政を問う
議
員　

公
債
負
担
比
率
も
改
善

し
、
徐
々
に
健
全
化
し
て
い

る
が
、
財
政
指
数
等
は
ま
だ

低
い
の
で
税
収
対
策
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

人
口
減
に
よ
る
減
収
が

続
い
て
い
る
が
、
若
者
が
働

け
る
場
所
の
確
保
が
急
務

で
、
雇
用
が
見
込
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
必
要
に
応

じ
て
住
環
境
の
整
備
も
視
野

に
入
れ
て
、
町
税
の
税
収
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

議
員　

消
費
税
が
８
％
に
上

が
っ
た
場
合
の
地
方
消
費
税

の
見
込
額
は
。

企
画
財
政
課
長　

平
成
26
年
４

月
に
予
定
ど
お
り
消
費
税
率

が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
場
合
、
国
税
部
分
が
６
・

３
％
、
地
方
消
費
税
交
付
金

と
し
て
１
・
７
％
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
。

こ
れ
を
平
成
24
年
度
決
算
に

置
き
か
え
て
み
ま
す
と
、
１

億
３
，
５
０
０
万
円
ほ
ど
と

思
わ
れ
る
。

議
員　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
受
け
る
町

の
農
業
に
対
す
る
影
響
は
調

査
し
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

に
よ
る
影
響
は
な
い
と
試
算

し
て
お
り
、
こ
ん
に
ゃ
く
、

ね
ぎ
に
関
し
て
は
近
々
に
影

響
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
な

い
と
の
意
見
が
多
い
。

議
員　

塩
漬
け
に
な
っ
て
い
る

町
有
地
の
有
効
活
用
は
。

町
長　

国
で
奨
励
し
て
い
る
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
太
陽
光
発

電
の
設
置
等
も
進
め
て
、
企

業
の
協
力
を
得
ら
れ
る
か
と

い
う
こ
と
で
手
が
け
て
い

る
。
基
本
と
し
て
は
町
有
地

を
売
れ
る
と
こ
ろ
は
売
っ

て
、
ま
た
有
効
利
用
で
き
る

と
こ
ろ
は
し
た
い
と
い
う
考

え
方
で
進
め
て
ま
い
り
た

い
。

議
員　

風
穴
改
修
工
事
と
世
界

遺
産
登
録
後
の
訪
問
者
の
受

け
入
れ
対
策
は
。

教
育
課
長　

荒
船
風
穴
は
、
史

跡
の
場
所
で
あ
る
と
か
交
通

の
環
境
か
ら
し
ま
し
て
、
大

型
バ
ス
に
よ
り
ま
す
一
般
的

な
団
体
ツ
ア
ー
の
対
象
に
は

比
較
的
な
り
に
く
い
の
で
は

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お

り
、
来
場
者
の
著
し
い
一
時

的
な
急
増
や
、
そ
の
後
の
急

速
な
減
少
と
か
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
は
他
の
世
界
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
遺
産
ほ
ど
で
は

な
い
の
で
は
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
い
る
。
既
に
県
及
び

関
係
機
関
の
支
援
を
受
け
、

道
路
の
整
備
、
駐
車
場
の
整

備
、
２
次
交
通
の
検
討
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
等

推
進
し
て
い
る
が
、
今
後
の

見
学
者
の
増
加
に
向
け
ま
し

て
、
よ
り
一
層
の
環
境
整
備

が
必
要
だ
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
い
る
。

　
　

荒
船
風
穴
は
世
界
文
化
遺

産
登
録
も
目
指
し
て
い
る
。

季
節
に
応
じ
た
景
観
、
自
然

体
験
が
で
き
る
力
を
持
っ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

岩
崎　

正
春

岩
崎　

正
春
議
員
議
員

町
財
政
・
税
収
対
策
は

Ｑ

世
界
遺
産
荒
船
風
穴
に
つ
い
て

Ｑ

風
穴
の
冷
風
だ
け
で
は
な
く

て
、
周
辺
の
自
然
環
境
と
も

に
情
報
発
信
し
、
下
仁
田
ジ

オ
サ
イ
ト
の
一
つ
で
あ
る
荒

船
風
穴
の
ほ
か
、
町
内
各
ジ

オ
サ
イ
ト
と
の
連
携
を
一
層

強
化
し
て
活
用
し
て
い
き
た

い
。
世
界
遺
産
や
史
跡
な
ど

は
そ
れ
の
み
が
価
値
観
が
あ

る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
支

え
た
地
域
と
と
も
に
評
価
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
教

育
機
能
や
郷
土
愛
の
醸
成
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
の

見
直
し
は
。

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
長　

多
野

郡
内
の
町
村
も
含
め
た
広
域

周
遊
で
き
る
コ
ー
ス
設
定
が

重
要
と
考
え
て
お
り
、
藤
岡

行
政
事
務
所
長
に
お
会
い

し
、
広
域
に
つ
い
て
協
力
の

お
願
い
を
し
た
。
や
は
り
広

域
で
の
取
り
組
み
の
ほ
う
が

よ
り
支
援
を
受
け
や
す
く
な

る
と
考
え
て
い
る
。

荒船風穴
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議
員　

被
害
の
実
態
と
県
、
町

の
対
策
の
現
状
は
。

産
業
振
興
課
長　

農
作
物
の
被

害
額
は
現
地
確
認
で
平
成
16

年
が
約
６
４
０
万
円
、
平
成

24
年
で
約
３
０
０
万
円
、
防

除
対
策
と
し
て
は
、
国
、
県
、

町
の
補
助
内
容
に
よ
り
50
％

か
ら
20
％
の
設
置
補
助
が
あ

り
業
者
設
置
型
と
自
己
設
置

型
が
あ
り
ま
す
。
捕
獲
対
策

と
し
て
は
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ

の
捕
獲
奨
励
金
１
頭
当
た
り

３
千
円
を
今
年
度
か
ら
８
千

円
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

１
頭
当
た
り
８
千
円
の

根
拠
は
ど
こ
か
ら
出
し
た
の

か
。

産
業
振
興
課
長　

国
の
補
助
額

が
８
千
円
と
い
う
こ
と
で
郡

内
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
ま

し
た
。

議
員　

前
橋
市
は
１
頭
当
た
り

４
千
円
を
１
万
円
に
、
高
崎

市
で
も
捕
獲
処
分
費
と
し
て

４
千
円
を
１
万
５
千
円
に
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ア
ラ
イ
グ
マ

３
千
円
を
５
千
円
に
増
額
し

て
い
る
。
再
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

町
長　

郡
内
一
律
で
定
め
ま
し

た
が
猟
友
会
と
相
談
し
協
議

し
て
い
き
た
い

議
員　

捕
獲
オ
リ
の
購
入
、
増

設
置
計
画
は
。

産
業
振
興
課
長　

25
年
度
推
進

交
付
金
、
支
援
事
業
で
大
型

13
基
、
小
型
13
基
購
入
す
る

予
定
で
す
。

議
員　

特
例
の
銃
器
延
長
が
中

止
に
な
る
が
町
の
対
応
は
。

町
長　

被
害
を
阻
む
こ
と
が
で

き
た
の
で
中
止
に
は
大
き
く

反
対
す
る
と
意
見
を
付
け
て

県
知
事
あ
て
に
提
出
し
た
。

議
員　

猟
期
に
関
係
な
く
被
害

は
年
間
通
じ
て
発
生
、
条
件

付
き
で
も
銃
器
の
使
用
可
能

な
特
区
の
制
定
は
可
能
か
。

産
業
振
興
課
長　

緊
急
時
以
外

現
行
法
で
は
難
し
い
が
今
後

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　

野
生
動
物
も
学
習
能
力
が

高
い
。
花
火
、
爆
竹
、
追
い

払
い
に
も
限
界
が
あ
る
、
新

た
な
対
策
が
急
が
れ
て
い

る
。

議
員　

隊
員
の
変
化
と
平
均
年

齢
の
現
状
は
。

産
業
振
興
課
長　

猟
友
会
員
数

は
平
成
11
年
度
99
名
、
24
年

度
は
49
名
で
実
施
隊
員
は
11

年
度
50
名
に
対
し
現
在
35
名

に
減
少
、
最
高
齢
が
84
歳
、

最
年
少
31
歳
で
平
均
年
齢

67
・
８
歳
で
す
。　

議
員　

今
年
度
捕
獲
オ
リ
が
26

基
増
設
さ
れ
る（
合
計
51
基
）

高
齢
化
と
隊
員
の
減
少
で
管

理
設
置
活
動
に
支
障
を
き
た

す
時
が
来
る
。
消
防
団
と
同

じ
よ
う
な
対
応
は
で
き
な
い

か
。

総
務
課
長　

町
職
員
で
猟
銃
と

わ
な
の
免
許
取
得
者
１
人
わ

な
の
み
が
１
人
い
て
２
人
と

も
猟
友
会
に
加
入
し
、
実
施

隊
員
に
も
加
入
し
て
お
り
地

方
公
務
員
の
決
ま
り
で
活
動

可
能
で
す
。

議
員　

条
例
に
問
題
な
い
と
す

れ
ば
今
後
想
定
さ
れ
る
課
題

と
し
て
隊
員
要
請
も
必
要
で

は
な
い
か
。

町
長　

狩
猟
に
興
味
を
持
ち
鳥

獣
被
害
意
識
が
強
く
率
先
し

て
や
っ
て
み
よ
う
と
す
れ
ば

推
薦
は
固
辞
し
な
い
。
一
公

務
員
と
し
て
消
防
団
と
も
ど

う
同
じ
よ
う
な
見
解
で
参
加

し
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
そ

れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。

議
員　

狩
猟
免
許
取
得
、
銃
器

の
購
入
、使
用
、管
理
等
ハ
ー

ド
ル
は
高
い
難
し
い
問
題
も

あ
る
が
現
状
を
考
え
る
と
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。
そ
れ
と
平
成
20
年

制
定
さ
れ
た
鳥
獣
対
策
実
施

隊
条
例
の
特
別
と
し
て
狩
猟

税
１
／
２
の
免
除
制
度
は
３

月
31
日
で
期
限
切
れ
だ
が
。

産
業
振
興
課
長　

狩
猟
税
に
つ

い
て
の
特
例
は
継
続
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

島
﨑　

紘
一

島
﨑　

紘
一
議
員
議
員

有
害
鳥
獣
対
策
の
現
状
に
つ
い
て

Ｑ

有
害
鳥
獣
対
策
特
区
の
指
定
で

年
間
銃
器
使
用
は

Ｑ

被
害
対
策
実
施
隊
員
の
減
少
と

高
齢
化
対
応
に
つ
い
て

Ｑ

防護柵とり付の様子
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平成25年　下仁田町議会提出議案一覧表

第62号議案 下仁田町等公平委員会委員の選任について 全会一致

第63号議案 監査委員の選任について 全会一致

第64号議案 教育委員会委員の任命について 全会一致

第65号議案 教育委員会委員の任命について 全会一致

第66号議案

予

算

決

算

特

別

委

員

会

付

託

案

件

平成25年度下仁田町一般会計補正予算（第３号） 全会一致

第67号議案 平成25年度下仁田町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 全会一致

第68号議案 平成25年度下仁田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 全会一致

第69号議案 平成25年度下仁田町介護保険特別会計補正予算（第１号） 全会一致

第70号議案 平成25年度下仁田町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 全会一致

第71号議案 平成25年度下仁田町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号） 全会一致

第72号議案 平成25年度下仁田町水道事業会計補正予算（第１号） 全会一致

第73号議案 平成25年度下仁田町ガス事業会計補正予算（第２号） 全会一致

第74号議案 平成24年度下仁田町一般会計歳入歳出決算認定について 全会一致

第75号議案 平成24年度下仁田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 全会一致

第76号議案 平成24年度下仁田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 全会一致

第77号議案 平成24年度下仁田町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 全会一致

第78号議案 平成24年度下仁田町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 全会一致

第79号議案 平成24年度下仁田町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算認定について 全会一致

第80号議案 平成24年度下仁田町水道事業会計利益の処分及び決算認定について 全会一致

第81号議案 平成24年度下仁田町ガス事業会計利益の処分及び決算認定について 全会一致

議案第82号 道州制導入に断固反対する意見書 全会一致

内
容
で
こ
の
質
問
は
答
弁
に

値
し
な
い
。

議
員　

金
は
町
を
経
由
し
、
議

会
で
承
認
さ
れ
環
境
議
会
へ

行
く
と
捉
え
て
い
る
。
県
は

繰
上
償
還
と
い
う
形
で
25
年

度
中
に
返
還
要
請
中
だ
と
話

し
た
が
、
間
違
い
か
。

町
長　

答
弁
に
値
し
な
い
。

議
員　

復
興
財
源
交
付
税
で
あ

る
。
震
災
瓦
れ
き
処
理
を
し

て
い
な
い
町
と
し
て
は
全
額

返
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
県

内
４
市
町
が
復
興
財
源
受
け

入
れ
と
報
道
、
県
に
よ
る
と

そ
の
後
伊
勢
崎
、
高
崎
は
除

外
さ
れ
た
。
下
仁
田
、
玉
村

が
残
る
が
県
内
の
放
射
能
廃

棄
物
処
分
場
受
け
入
れ
の
約

束
は
な
い
か
。

町
長　

瓦
れ
き
処
理
受
け
入
れ

を
約
束
し
て
い
な
い
。

議
員　

今
日
も
疑
問
が
拭
い
去

れ
な
い
、
筋
の
通
る
町
政
運

営
す
べ
き
だ
と
思
う
。

議
案
一
覧
表
参
照

　

本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
議
案
16
件
は
慎
重
審
査
の
結
果
全
会
一
致
で
可
決
・
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会
報
告

議
員　

特
別
交
付
税
３
億
３
６

８
４
万
の
内
、
環
境
衛
生
組

合
に
２
億
４
６
０
０
万
拠

出
、
残
り
の
内
訳
、
申
請
時

期
と
決
定
日
は
い
つ
か
。

企
画
財
政
課
長　

特
別
交
付
税

は
一
般
財
源
な
の
で
使
途
の

報
告
義
務
は
な
い
。
交
付
決

定
は
県
よ
り
３
月
22
日
発

出
、
町
は
３
月
28
日
受
付
け

た
。

議
員　

入
金
日
は
い
つ
か
。

会
計
課
長　

25
日
に
企
画
財
政

課
で
起
票
し
、
こ
の
日
に
２

億
４
６
０
９
万
５
０
０
０

円
、
復
興
財
源
と
し
て
歳
入

し
た
。

議
員　

私
は
疑
問
に
思
い
県
庁

に
確
認
し
た
ら
３
月
22
日
国

の
決
定
通
知
を
受
け
同
日
下

仁
田
へ
通
達
し
入
金
は
25
日

と
確
認
し
た
。
県
通
達
が
22

日
、
入
金
25
日
、
す
ぐ
に
対

処
し
て
い
た
ら
31
日
専
決
処

分
し
な
く
て
も
29
日
ま
で
に

臨
時
議
会
開
催
可
能
で
は
な

か
っ
た
か
。
高
額
の
専
決
処

分
は
議
会
軽
視
、
議
会
を
愚

弄
し
町
民
を
欺
く
行
為
は
許

し
が
た
い
と
私
は
思
う
が
お

答
え
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

前
回
の
質
問
内
容
と
同

様
質
問
の
要
旨
が
わ
か
ら
な

い
。
答
弁
す
る
段
階
で
は
な

い
。一
般
質
問
通
告
事
項
や
、

町
民
に
不
利
益
や
疑
問
を
抱

か
せ
る
よ
う
な
事
が
あ
れ
ば

答
弁
す
る
。

議
員　

金
の
出
入
り
等
明
確
に

答
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
平

成
24
年
12
月
に
財
務
省
か
ら

交
付
金
２
億
２
７
５
０
万
が

環
境
衛
生
に
支
給
さ
れ
改
修

代
金
が
精
算
済
、
そ
の
後
さ

ら
に
復
興
財
源
か
ら
の
支
出

を
受
け
た
。
こ
れ
は
二
重
申

請
、
二
重
取
り
と
思
う
が
返

還
要
請
は
来
て
い
な
い
か
。

町
長　

こ
れ
は
一
部
事
務
組
合

で
協
議
、
結
論
を
得
て
い
る

木
暮　

弘
元

木
暮　

弘
元
議
員
議
員

特
別
交
付
税
に
つ
い
て

Ｑ
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９
月
４
日
本
会
議
場
に
お
い

て
、
木
暮
弘
元
議
員
の
不
適
切

発
言
を
議
会
運
営
委
員
会
で
、

質た
だ

し
た
と
こ
ろ
適
切
な
回
答
が

な
か
っ
た
。
発
言
の
取
消
及
び

訂
正
を
一
定
の
期
間
に
申
し
述

べ
る
こ
と
を
伝
え
た
が
、
取
り

消
し
を
し
な
い
旨
議
長
に
報
告

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
木
暮
弘

元
議
員
を
除
く
11
名
に
て
、
懲

罰
特
別
委
員
会
の
設
置
と
な
り

ま
し
た
。

　

懲
罰
特
別
委
員
会
は
、
９
月

６
日
、
10
日
、
及
び
13
日
に
委

員
会
室
３
０
１
に
お
い
て
、
本

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
木
暮

弘
元
君
に
対
す
る
懲
罰
の
件
」

に
つ
い
て
、
審
査
を
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
経
過
及
び
結

果
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

９
月
４
日
木
暮
弘
元
議
員
の

一
般
質
問
の
質
疑
に
関
す
る
中

で
、
法
第
１
３
２
条
（
※
２
）、

規
則
第
53
条
（
※
４
）、
第
１

０
１
条
（
※
５
）
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
議
会
の
品
位
を
著

い
ち
じ
るし

く

貶お
と
しめ

る
発
言
を
し
た
こ
と
は
、

法
や
会
議
規
則
に
反
す
る
と
、

思
わ
れ
、
そ
の
部
分
と
し
て
、

　

懲
罰
特
別
委
員
会
は
、
13
日

及
び
17
日
に
委
員
会
室
３
０
１

に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
「
木
暮
弘
元
君
に
対
す

る
懲
罰
の
件
」
に
つ
い
て
、
審

査
を
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

木
暮
弘
元
議
員
は
、
９
月
13

日
開
催
の
議
会
本
会
議
場
に
お

い
て
、議
会
、全
会
一
致
を
も
っ

て
採
決
を
さ
れ
た
、
陳
謝
文
の

朗
読
を
議
長
の
命
に
従
わ
ず
、

陳
謝
文
の
朗
読
を
拒
否
し
た
こ

と
は
、
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。
秩
序
あ
る
議

会
運
営
を
行
う
う
え
で
誠
に
遺

憾
で
あ
り
ま
す
。
法
第
１
２
９

条
（
※
１
）
第
１
３
２
条
、
規

則
第
１
０
１
条
、
第
１
０
８
条

に
照
ら
し
合
わ
せ
て
議
会
の
秩

序
、
品
位
を
低
下
さ
せ
た
こ
と

は
、
明
ら
か
な
行
為
で
あ
り
ま

す
。

　

委
員
全
員
出
席
の
も
と
、
慎

重
な
審
査
を
お
こ
な
っ
た
結

果
、木
暮
弘
元
議
員
の
行
為
は
、

法
第
１
２
９
条
、第
１
３
２
条
、

規
則
第
１
０
１
条
に
触
れ
る
行

為
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
木
暮
弘

元
議
員
に
対
し
て
、
法
第
１
３

５
条
第
１
項
（
懲
罰
の
種
類
）

に
よ
り
全
会
一
致
を
も
っ
て
懲

罰
を
行
い
、
法
第
１
３
５
条
第

１
項
、
規
則
第
１
１
３
条
（
※

７
）
の
規
定
に
よ
り
、
出
席
停

止
を
９
月
17
日
、
18
日
、
19
日

の
３
日
間
と
、
す
べ
き
と
決
し

ま
し
た
。

「
議
会
を
愚ぐ

ろ
う弄

し
、
町
民
を
欺

あ
ざ
む

く
行
為
」、「
二
重
申
請
、
二
重

取
り
」 

二
重
の
交
付
金
申
請
に

よ
る
「
不
祥
事
」
発
言
は
、
上

記
、
法
、
会
議
規
則
に
抵
触
す

る
と
思
わ
れ
る
。

　

審
査
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、

木
暮
弘
元
君
の
一
般
質
問
に
お

け
る
発
言
は
、
法
１
３
２
条
及

び
規
則
第
53
条
、
第
１
０
１
条

に
触
れ
る
行
為
で
あ
る
。
木
暮

弘
元
議
員
の
発
言
は
、
事
実
と

異
な
る
部
分
が
あ
り
、
議
会
全

体
に
不
信
感
を
与
え
、
あ
た
か

も
議
会
の
監
視
機
能
（
チ
ェ
ッ

ク
）
が
働
い
て
い
な
い
よ
う
な

発
言
に
よ
り
不
正
や
不
祥
事
が

隠い
ん

ぺ
い
さ
れ
た
か
の
よ

う
に
議
会
全
体
を
貶

お
と
し

め

る
発
言
で
あ
り
、
議
会

の
品
位
を
著

い
ち
じ
るし

く
貶

お
と
し

め
た
。

　

よ
っ
て
、
木
暮
弘
元

議
員
に
対
し
て
、
法
第

１
３
５
条
１
項
（
※
３
）

に
よ
り
全
会
一
致
を

も
っ
て
懲
罰
を
行
い
、

法
第
１
３
５
条
１
項
、

規
則
第
１
１
２
条
（
※

６
）
の
規
定
に
よ
り
、

陳
謝
文
の
朗
読
を
、
す

懲
罰
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

懲
罰
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

第
一
回　

９
月
13
日　

陳
謝
文
の
朗
読

第
二
回　

９
月
17
日　

３
日
間
の
出
席
停
止

陳　謝　文

　「私は、９月４日の本会議におけ

る、一般質問の発言中に不
ふおんとう

穏当な

言
げ ん じ

辞を用い、議会の品位を保持し秩

序を守るべき議員の職
しょくせき

責に顧
かえり

みて、

誠に申し訳ありません。

　一般質問中の「不
ふおんとう

穏当発
はつげん

言」を含

む文
もんごん

言に関する部分の発言の取消を

願い出ます。

　議会並びに関係者の皆様に対して

お詫び申し上げるとともに、ここに

深く反省し、誠
せ い い

意を披
ひ れ き

歴して陳謝い

たします。」

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

　

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組

合
議
会
定
例
会
が
８
月
29
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

・
専
決
処
分　

平
成
24
年
度
甘

楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

補
正
予
算
（
第
４
号
）

 

全
会
一
致
で
可
決

・
24
年
度
決
算
認
定
に
つ
い
て

 

全
会
一
致
で
可
決

・
25
年
度
補
正
予
算
（
第
１

号
）

 

全
会
一
致
で
可
決

べ
き
と
決
し
ま
し
た
。
木
暮
弘

元
議
員
に
よ
る
「
陳
謝
文
」
は
、

（
表
）
の
陳
謝
文
の
朗
読
と
す

べ
き
と
決
し
ま
し
た
。

※１　法第１２９条

　　　→　地方自治法第１２９条（議場の秩序）

※２　法第１３２条

　　　→　地方自治法第１３２条（品位の保持）

※３　法第１３５条

　　　→　地方自治法第１３５条（懲罰の種類）

※４　規則第５３条

　　　→　下仁田町議会会議規則第５３条（発言内容の制限）

※５　規則第１０１条

　　　→　下仁田町議会会議規則第１０１条（品位の尊重）

※６　規則第１１２条

　　　→　下仁田町議会会議規則第１１２条

 （戒告又は陳謝の方法）

※７　規則第１１３条

　　　→　下仁田町議会会議規則第１１３条 （出席停止の期間）

《参照》



82013 秋号

編
集
室
か
ら

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
委

員
会
役
員
構
成
が
変
わ
り
、

こ
の
度
、
私
が
委
員
長
を
２

年
間
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
前
委
員
長

同
様
に
新
委
員
の
皆
様
の
協

力
の
下
、
よ
り
良
い
広
報
つ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す

　

今
回
は
平
成
25
年
第
３
回

定
例
会
の
主
な
内
容
に
つ
い

て
編
集
し
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
分
か

り
や
す
い
編
集
を
心
が
け
ま

す
が
、
ご
意
見
等
お
寄
せ
下

さ
い
。

　

広
報
発
行
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　

永
井
正
之

副
委
員
長　
　

千
野
榮
治

委
員　
　
　
　

原  

秀
男

岩
崎
正
春

髙
瀬
政
信

佐
藤
勇
二

議
会
だ
よ
り

二
〇
一
三
年　

秋
号

（
第　

63　

号
）

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
六
八
二
番
地

発
行
／
下
仁
田
町
議
会
議
長　

佐
藤　

公
夫

編
集
／
広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会

☎
０
２
７
４-

82-

２
１
１
１　

印
刷
／
荒
瀬
印
刷
株
式
会
社

　

昨
年
度
か
ら
、
下
仁
田
町
の

４
つ
の
小
学
校
が
統
合
し
、
新

下
仁
田
小
学
校
と
し
て
、
２
年

目
の
歴
史
を
刻
み
始
め
ま
し

た
。
統
合
前
に
比
べ
、
大
分
雰

囲
気
が
違
う
な
と
思
う
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
行
事

な
ど
で
学
校
を
訪
れ
ま
す
が
、

休
み
時
間
に
広
い
校
庭
で
、
の

び
の
び
と
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
、

多
く
の
子
供
た
ち
の
姿
を
目
に

し
て
、
と
て
も
活
気
に
溢
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、私
の
小
学
校
時
代
は
、

一
ク
ラ
ス
し
か
な
く
、
ク
ラ
ス

替
え
が
な
く
て
、
６
年
間
ず
っ

と
同
じ
で
し
た
が
、
今
は
、
小

学
校
か
ら
ク
ラ
ス
替
え
が
あ

り
、
子
供
達
は
、
楽
し
み
な
の

で
は
な
い
の
か
と
思
い
ま
す
。

　

去
る
９
月
28
日
の
下
仁
田
小

学
校
大
運
動
会
に
多
数
の
議
会

議
員
の
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。夏
か
ら
の
練
習
の
成
果
が
、

ど
の
種
目
に
も
表
れ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。

　

空
調
の
あ
る
校
舎
・
整
備
さ

れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体
育
館
な

ど
、
非
常
に
め
ぐ
ま
れ
た
環
境

の
中
で
、
勉
強
や
運
動
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
も
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
、
教
育
関
連
を
整
備

し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
に
は
、
下
仁
田

町
の
「
今
」
と
「
近
い
将
来
の

方
向
性
」
が
あ
り
ま
す
。
身
近

な
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
接

か
か
わ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
、
改
め
て
自
分
の
住
む
町
に

町

民

の

声

町

民

の

声

町

民

の

声

 

下
仁
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
　
　
　

　

黒
沢　

一
彦　

さ
ん

関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。是
非
多
く
の
方
々
に
、

こ
の
議
会
だ
よ
り
に
関
心
を
持

ち
、
自
分
も
町
を
動
か
し
て
い

る
一
員
と
、
実
感
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

広
く
町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

議
会
に
お
い
て
議
論
を
し
、
よ

り
良
い
下
仁
田
町
の
構
築
の
た

め
尽
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議会だより・会議録を
ホームページでご覧下さい。

http://www.town.shimonita.lg.jp/
問い合わせ先：電話82-2111

（内線610番）

下
仁
田
南
牧
医
療
事
務
組
合

　

定
例
議
会
が
７
月
26
日
に
開

催
さ
れ
４
議
案
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

下
仁
田
南
牧
医
療
事
務
組
合
議

会
定
例
会

議
案
名
等 

審
議
結
果

平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ
く
病

院
事
業
会
計
資
金
不
足
比
率
に

つ
い
て
（
報
告
）

 

（
資
金
不
足
な
し
）

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
下
仁
田
南
牧
医

療
事
務
組
合
職
員
の
退
職
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）

 

全
会
一
致
で
可
決

平
成
25
年
度
下
仁
田
南
牧
医
療

事
務
組
合
病
院
事
業
会
計
資
本

剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

 

全
会
一
致
で
可
決

平
成
24
年
度
下
仁
田
南
牧
医
療

事
務
組
合
病
院
事
業
会
計
欠
損

金
の
処
理
及
び
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

 

全
会
一
致
で
可
決

スクールバスでの通学


